
Ⅱ．調査・研究報告

1

１．はじめに

　梅原末治が長年にわたって収集・作成した大量

の銅鐸関係の資料や記録は、現在、公益財団法人

東洋文庫の所蔵となっているが、2021 年春から

Web 上で閲覧できるようになり、私もその全貌を

初めて知った。その中には、これまでほとんど知

られていない銅鐸に関する資料もある。本稿で紹

介するのは、そのような資料のうち、スウェーデ

ン・イェーテボリ博物館蔵の出土地不明銅鐸に関

する記録と拓本である (註１)。　

　この出土地不明イェーテボリ博物館蔵鐸は、大

阪府茨木市東奈良遺跡で製作された外縁付鈕２式

の縦型流水文銅鐸と、三遠式銅鐸の祖型となった

東海派の銅鐸の関係をこれまで以上に明確にして

くれる点と、東海派の流水文銅鐸が既知の例に先

立って作られていたことを示す点で、非常に興味

深いものである。

　梅原は、1928 年９月 29 日にこの銅鐸を実見調

査して記録を作成し、採拓もおこなった ( 図１・

２)。その後、1951 年５月 11 日になり、調査時

の記録を整理するとともに、復原図を作成し、

各部分の寸法なども記入している ( 図３)。な

お、これらの資料の整理番号は、拓本が NY-1316 

4550 と NY-1316 4546 、復原図と記録が NY-1316 

4547a・b である。

２．梅原の記録

　以下、銅鐸の全面の拓本が残る面をＡ面 (図１

)、一部分の拓本のみが残る面をＢ面 ( 図２) と

する。両面とも、身の主文様は二区流水文である。

梅原が記したように、この銅鐸は、出土後に下半

と鈕を切断除去し、残った身の上半の型持孔を埋

めて、花器に改変している。

　中国宋時代には、新興の士大夫階級が、彼らが

理想国家とみなしていた周王朝の祭祀や儀礼にお

いて重要な役割を果たしていた青銅彝器に対し強

い関心を持つようになり、それらの形や文様を写

した青銅製品や陶磁器などが多数製作された。こ

の流行は朝鮮半島や日本へも波及し、鎌倉～室町

時代にはこのような倣古の青銅製品が、陶磁器・

漆器・書画など各種の唐物とともに中国から輸入

され、室町時代になると茶の湯に取り入れられて

「胡銅花入」などとして珍重されることとなった。

日本出土の青銅器である銅鐸の、花入をはじめと

する茶道具への転用は、この茶の湯における唐物

の胡銅器の珍重に起源があり、江戸時代に広くな

された ( 難波 2006・2011b)。本稿で紹介する出

土地不明イェーテボリ博物館蔵鐸も、江戸時代に

出土し、花入に改変されたのであろう。

　なお、この銅鐸のＡ面の拓本を見ると、身の上

縁の鋸歯文を飾る横帯の上部が残っていない (図

１)。舞面を切除して別に用意した銅板などで底

を作った可能性が高い。

　梅原の記録によると、残存部の高さは 6.8 寸

(20.6 ㎝ ) である。現存部上端の身の長径は 4.4

寸 (13.3 ㎝ )、短径は 4 寸 (12.1 ㎝ ) で、扁平

度 ( 短径÷長径× 100％ ) は 91.0％、現存部下

端の身の長径は 5.6 寸 (17.0 ㎝ )、短径は 5.2 寸

(15.8 ㎝ ) で、扁平度は 92.9％であり、身の横断

面は丸みが強く円形に近いことがわかる。

　鰭幅は、Ａ面左鰭の上位の飾耳の間で６分

(1.8 ㎝ )、Ａ面左鰭下部で６分 (1.8 ㎝ ) であり、

Ａ面身の上左の型持孔の上下幅は５分 (1.5 ㎝ ) 

である。また、身は、厚さが７厘 (2.1 ㎜ ) 内外

と薄い。

　梅原は、錆や腐食の状態が両面で異なることを

指摘し、これを根拠として、この銅鐸はＢ面を上

にしてほぼ鰭が水平の状態で埋納されていたと推

定している。また、緑錆と腐食が目立つことから、

この銅鐸の錫濃度は低いと考えられる。

　梅原は、この銅鐸の本来の全高を１尺５寸

(45.5㎝ )内外と復原している。後述するように、

出土地不明イェーテボリ博物館蔵鐸は扁平鈕式新

段階あるいは突線鈕１式の東海派に属すると考え

られるが、全高 46 ㎝前後の東海派の銅鐸の舞長

径は、現高 46.9 ㎝の伝兵庫県淡路川出土鐸 ( 扁
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平鈕式新段階、東海派Ａ 1類 )が 14.65 ㎝、全高

46.3 ㎝の愛知県朝日鐸 ( 突線鈕１式、東海派Ｂ

類 )が現状で 15.0 ㎝、現高 46.4 ㎝の出土地不明

京都国立博物館蔵鐸 ( 突線鈕１式、東海派Ｃ類 ) 

が 14.6 ㎝である。これに対し、全高 38.8 ㎝の大

阪府信達鐸 (扁平鈕式新段階、東海派Ａ 1類 )の

舞長径は 12.7 ㎝である。出土地不明イェーテボ

リ博物館蔵鐸の舞長径は 13.3 ㎝なので、これら

の例を勘案すれば、この銅鐸の全高は梅原の推定

値よりも少し小さい可能性が高い。梅原の復原図

( 図３) は、下辺横帯の上下幅が東海派としては

広すぎる。これらが影響して、全高の推定値が実

際よりも大きくなったのであろう。

３．銅鐸の特徴

　以下、梅原の拓本から、この銅鐸の特徴を検討

する。

(Ａ面 )

　身の上縁には幅の狭い第１横帯があり、頂角を

上にしたやや細長い鋸歯文を飾る。Ａ面のこの横

帯内の鋸歯文は、右端からＲ、Ｌ、Ｌ、Ｒである。

これらより左の鋸歯文は、前記のように出土後の

加工によって基部の一部しか残っていないため、

鋸歯文ＲかＬか判断が困難であるが、左部は鋸歯

文Ｌを主体としているように見える。

　上区には、複合縦型流水文 12 ｃ 5 ｘを２連、

左右に分けて飾る。２連の複合縦型流水文 12 ｃ

5 ｘはｘ反転部を千鳥に配するが、左右の流水文

でｘ反転部の位置は左右対称となっている。すな

わち、右の複合縦型流水文12ｃ5ｘのｘ反転部が、

上から左、右、左、右、左寄りに位置するのに対

し、左の複合縦型流水文 12 ｃ 5 ｘのｘ反転部は、

上から右、左、右、左、右寄りに位置する。また、

２連の複合縦型流水文の最下段の直行部は、上下

の条線を残してその間が平行斜線文Ｒとなってい

る。この流水文の直行部を平行斜線文に変える特

異な特徴は、後述するように突線鈕１式東海派Ｃ

類の出土地不明辰馬 409 鐸 ( 図４・５) の流水文

に受け継がれる。

　上区の流水文は条線の迷路化が目立つが、迷路

派流水文銅鐸に比べると迷路化の程度は軽微であ

る（註２）。

　上区と下区の流水文の間には、第２横帯がある。

第２横帯の上下幅は、拓本から計測すると約 3.4

㎝である。第２横帯の上と中央には横界線があり、

横帯の上半には連続渦文Ｚを、横帯の下半には連

続渦文Ｓを、それぞれ飾る。いずれの連続渦文も

渦巻の中心で単位文の端が繋がっていない第Ⅰ種

であるが、渦巻の巻き数は一定ではなく、描線の

一部には不手際がある。

　下区には、上区と同様に複合縦型流水文を２連、

左右に飾る。ただし、下区の複合縦型流水文は上

区のそれとは異なり、ｘ反転部が縦１列に並んで

いる。このｘ反転部の位置を決めるための縦の細

い割付線が、ｘ反転部中央に残っている。また、

左右の複合縦型流水文の最上段の直行部は、上１

条と下２条を残して、その間が平行斜線文Ｒとな

っており、上区の流水文の最下段の平行斜線文Ｒ

と併せて、第２横帯の上と下に平行斜線文を配す

る形となっている。

　鰭には、まず鰭を貫く脚を伴う半円形飾耳を割

り付け、その後、飾耳の間に鋸歯文を配する。飾

耳は、鰭の上中下位に３対あったのであろう。飾

耳の脚は、それぞれの半円形の突出部について３

条ずつある。すなわち、突出部の輪郭から続く脚

のほかに、その間にも条線を１条書き加えている。

飾耳の脚の線の太さは、文様の線の太さと変わら

ない。飾耳の突出部の縁は、斜面をなして外ほど

薄くなる古い特徴を有する。

　この銅鐸に輪郭線があったかなかったかは、拓

本では明確でない。しかし、鰭の輪郭線に続くと

みられる線が飾耳を切っているようであり、また、

３条の飾耳の脚のうち中央の１条は、この線から

外へは伸びていない。これらの特徴から、この銅

鐸には細線１条からなる外周輪郭線があった可能

性が高い。

　Ａ面の左右の鰭の、上と中の飾耳の間の鋸歯文

数は共に５である。残存している鰭鋸歯文は、す

べてＲとＬの交互配列となっている。なお、左右

鰭の中位の飾耳の下には、鋸歯文を割り付けた際

に生じた余白を埋めるために刻したとみられる斜

線があるので、鰭鋸歯文は裾側から鈕側へと割り

付けたのであろう。

　身の上半の型持孔は、出土後の花器への改変に

伴って埋められているが、その上下位置はＡ面の

右が上区のほぼ中央付近、左が上区の中央よりも

やや下であったことを確認できる。

(Ｂ面 )
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　Ｂ面の拓本は文様が不明瞭であり、梅原が記し

たようにＡ面よりもＢ面の残存状態が悪いことを

うかがえる。そのためか、梅原はＢ面については

一部分の拓本しか作成しておらず、全体の文様構

成を確認できない。

　この拓本によると、身の上縁にはＡ面同様に頂

角を上にした鋸歯文を飾る第１横帯があり、確認

できる範囲では鋸歯文ＲとＬの交互配列となって

いる。上区の流水文のｘ反転部は千鳥配置である。

Ａ面とは異なり、上区と下区の流水文の間の第２

横帯には、１列の連続渦文Ｚのみを飾る。Ｂ面の

第２横帯の上下幅は、Ａ面のそれよりも狭い。不

鮮明であるが、下区の流水文の最上段の直行部に

は、Ａ面と同じく平行斜線文Ｒを飾るようである。

なお、梅原の復原図では、この面の上区の流水文

の最下段にも平行斜線文Ｒを飾る。

４．銅鐸の位置づけ

　出土地不明イェーテボリ博物館蔵鐸は、身と鰭

の下部や鈕が出土後に切除されて残っていないた

め、その型式は残存部の特徴から推定せざるを得

ない。

　前記のように、この銅鐸は薄手で、身の厚さが

７厘 (2.1 ㎜ ) 程度しかないので、土製鋳型製で

あろう。すなわち、扁平鈕式新段階以後の銅鐸と

推定できる。また、近畿式・三遠式銅鐸が突線鈕

２式で成立する前の銅鐸である。

　この出土地不明イェーテボリ博物館蔵鐸のよう

に複合縦型流水文を上下２区に飾る銅鐸は、突線

鈕１式の東海派Ｃ類である出土地不明辰馬 409 鐸

を除き、すべて外縁付鈕１式末から外縁付鈕２式

の縦型流水文銅鐸である。外縁付鈕１式末から外

縁付鈕２式の縦型流水文銅鐸は石製鋳型製で、同

じ鋳型をくり返し使って同笵銅鐸を作ったため、

笵傷や鋳型の鰭の付け根の破損などが目立つ例が

多い。しかし、この銅鐸には、笵傷、鋳型の鰭の

付け根の破損はみられない。また、石製鋳型で鋳

造した銅鐸は、土製鋳型で鋳造した銅鐸に比して、

厚さが不均一で湯回り不良が目立ち、皺、孔、ヒ

ケの凹などが多く確認できる。しかし、この出土

地不明イェーテボリ博物館蔵鐸には、これらの鋳

造欠陥はほぼないようである。以上の点も、出土

地不明イェーテボリ博物館蔵鐸が土製鋳型製であ

ることを示唆している。

　前記のように、Ａ面下区の左右の流水文の縦１

列に並んだｘ反転部の中央には、ｘ反転部の位置

を決めるために刻された割付線が薄く残っている

が、類似の縦の割付線は、突線鈕１式の迷路派流

水文銅鐸やその祖型である扁平鈕式新段階末の鳥

取県高住鐸の流水文にもある。これらの流水文の

割付線やＡ面第２横帯を上下に分割する細い線

は、ためらいなく一気に引かれており、鋳型素材

は比較的軟質であったと推定できる。これも、こ

の銅鐸の鋳型が土製であることを示しているので

あろう。

　外縁付鈕２式縦型流水文銅鐸の飾耳の脚は、基

本的に文様の線や界線よりもずっと太いが（註

３）、出土地不明イェーテボリ博物館蔵鐸は、扁

平鈕式新段階や突線鈕１式の東海派の銅鐸と同じ

く、鰭飾耳の脚が文様の線や界線と大差ない太さ

である。また、この銅鐸の身の扁平度は、残存部

上端で 91.0％、下端で 92.9％と、共に 90％を上

回っている。外縁付鈕２式の縦型流水文銅鐸には、

身の横断面の丸みがこれほど強い例はないのに対

し、東海派のうち、大阪府信達鐸 (扁平鈕式新段

階、東海派Ａ 1 類 ) は舞の扁平度が 85.8％、出

土地不明辰馬 409 鐸 ( 突線鈕１式、東海派Ｃ類 )

は舞の扁平度がＡ面で 86.1％、Ｂ面で 85.6％と、

この銅鐸と同じく身の横断面の丸みが強い。これ

らの点も、この銅鐸の位置づけを考えるうえで参

考となる。

　この出土地不明イェーテボリ博物館蔵鐸が土製

鋳型製の銅鐸、すなわち扁平鈕式新段階以降の銅

鐸とすれば、複合縦型流水文を身に飾る点、身の

上縁に横帯があり頂角を上に向けた鋸歯文を飾る

点、鰭の鋸歯文がＲとＬの交互配列である点、鰭

に飾耳が３対あり突出部は端ほど薄くなる古い特

徴を有する点、各々の飾耳の３条の脚のうち中央

の１条は突出部に及んでいない点（註４）などか

ら、出土地不明辰馬 409 鐸と同じく東海派に属す

ると推定できる。

　東海派の銅鐸は、突線鈕１式のＣ類になると外

周輪郭線が突線２条と細線１条の組み合わせとな

るので、外周突線を有しないこの銅鐸は、Ｃ類よ

りも古い東海派である。扁平鈕式新段階の東海派

の銅鐸には、外周輪郭の細線がないＡ１類とこれ

があるＡ２類があり、Ａ２類が後出と考えられる

( 難波 2005)。また、突線鈕１式の東海派Ｃ類や
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Ｄ類の外周突線は飾耳を必ず切っており、外周突

線がまだないＢ類の愛知県朝日鐸でも、輪郭線の

細線は飾耳を切っている。扁平鈕式新段階の東海

派においても、外周輪郭に細線があるＡ２類の岐

阜県上呂２号鐸では外周輪郭線が飾耳を切ってい

る。よって、腐食や破損を受けやすい鈕や鰭の周

縁で外周輪郭線の有無の確認が困難な例でも、鰭

飾耳を切る線があれば、外周輪郭線を有したと推

定できる。これに対し、飾耳を切る線がない、大

阪府信達鐸、滋賀県山面 1号鐸、伝兵庫県淡路川

出土鐸には、外周輪郭線はなかったと考えられる。

前記のように、出土地不明イェーテボリ博物館蔵

鐸は、輪郭線の有無が拓本では明確でないが、輪

郭線に続くと考えられる細線１条が飾耳を切って

いるようであり、本来、細線１条の外周輪郭線が

あった可能性が高い。そうとすれば、この銅鐸は、

扁平鈕式新段階末の東海派Ａ２類あるいは突線鈕

１式初頭の東海派Ｂ類に比定できるが、この点に

ついて拓本でしか検討できない現状では、東海派

Ａ類あるいはＢ類としておくのが無難であろう。

　東海派の銅鐸は、大きさ、文様などが同時期の

他の銅鐸群に比して多様である。すなわち、六区

袈裟襷文銅鐸を主体としながらも、突線鈕式にな

っても四区袈裟襷文銅鐸や流水文銅鐸を少数製作

している。大きさも、扁平鈕式新段階には全高約

32 ㎝、約 38 ㎝、約 47 ㎝と大小の銅鐸が混在し

ており、突線鈕１式になると全高約 40 ㎝、約 46

㎝、約 52 ㎝と大型品が主体となるが、東海派Ｃ

類とＤ類にもまだ全高 35 ㎝程度の小型品がある

（註５）。佐原真がこれらの銅鐸を「群」とは認定

せずに「派」としたのも ( 佐原 1964・1979)、東

海派の銅鐸のこのような多様性を意識してのこと

と考えられる。

　しかし、同じ工人集団が製作した銅鐸であって

も、扁平鈕式古段階の石井谷型や突線鈕１式の大

福型のように、個体差が小さい銅鐸群がある一方

で、外縁付鈕２式の縦型流水文銅鐸や扁平鈕式新

段階から突線鈕２式の横帯分割型のように、多様

な銅鐸からなる銅鐸群もある。扁平鈕式新段階か

ら突線鈕１式の東海派は、後者の１例とできよう。

製作工人集団やそれが属する地域集団が銅鐸に求

めるものや、銅鐸の社会的なありように地域差が

あり、それが製作する銅鐸の装飾や大きさなどに

多様性を許容するかしないか、すなわち許容しう

る揺らぎの程度が大きいか小さいかの差異にも影

響したのであろう。銅鐸の装飾や大きさなどに多

様性を認める工人集団の作った銅鐸では、両面の

文様の差異が顕著となることも多いと考えられ、

一方、多様性を認めない工人集団の作った銅鐸で

は、両面の文様の差異は必然的に小さくなる。銅

鐸の両面の文様の差異を短絡的に役割の二面性と

結び付けるような議論は危険であり、このような

観点からの検討も重要となろう。

　突線鈕１式の東海派Ｃ類に属する出土地不明辰

馬 409 鐸 ( 図４・５) は、これまで知られていた

東海派の中で唯一の流水文銅鐸であり、また、流

水文の直行部を平行斜線文に置き換えるという他

に例のない極めて特異な特徴を有する銅鐸であっ

た。私は、この銅鐸の、複合縦型流水文を飾る

点、身の上縁に横帯があり頂角を上に向けた鋸歯

文をこれに飾る点などを、外縁付鈕２式の縦型流

水文銅鐸から受け継いだ特徴と考え、東海派の袈

裟襷文銅鐸の特徴の検討も加えて、東海派が摂津

で作られた外縁付鈕２式の縦型流水文銅鐸や３対

耳四区袈裟襷文銅鐸を祖型とする銅鐸群であるこ

とを示した ( 難波 2002・2011a)。出土地不明イ

ェーテボリ博物館蔵鐸は、外周突線がないことか

ら明らかに出土地不明辰馬 409 鐸よりも製作が古

く、これまで特異性が目立っていた出土地不明辰

馬 409 鐸の位置づけを再考するうえで非常に重要

な資料である。

　出土地不明イェーテボリ博物館蔵鐸は、Ａ面上

区に２連の複合縦型流水文を左右に並べて飾って

おり、Ａ面下区やＢ面の流水文の構成も同様であ

ったと考えられる。外縁付鈕２式の縦型流水文銅

鐸には、兵庫県気比３号鐸や東奈良第１号流水文

銅鐸鋳型といった四区流水文銅鐸 (Ｂ１類、Ｂ２

類 )と、これが変化した、横並びの２連の複合縦

型流水文を上端でつないだ特殊な流水文を上下二

区にそれぞれ飾る大阪府恩智垣内山鐸およびその

同笵銅鐸 ( Ｃ類 ) がある ( 難波 1991)。出土地不

明イェーテボリ博物館蔵鐸の流水文の型と２連の

複合縦型流水文を左右に並べて飾る構成は、これ

らの外縁付鈕２式縦型流水文銅鐸Ｂ類やＣ類と関

係すると考えられる。

　さらに、身の上縁に横帯を有するのも外縁付鈕

２式の縦型流水文銅鐸と共通する特徴であり、こ

の横帯に頂角を上にした鋸歯文を飾る点も、外縁
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付鈕２式の縦型流水文銅鐸の多くと共通する（註

６）。また、前記の出土地不明辰馬 409 鐸にも、

この銅鐸と同じく身の上縁に上下幅の狭い横帯が

あり、やはり頂角を上にした鋸歯文をこれに飾る。

　前記のように、出土地不明辰馬 409 鐸の特異な

特徴の一つは、流水文の直行部を平行斜線文に置

き換えていることである ( 図４・５)。他に例の

ないこの特異な特徴の由来については、これまで

不明であったが、出土地不明イェーテボリ博物館

蔵鐸によって、これを以下のように推定すること

が可能となった。

　出土地不明辰馬 409 鐸の流水文の反転部はⅭ反

転で、５条ほどの弧線からなる。流水文の直行部

は、上下に１～３条を残してその間に平行斜線文

を充填するが、隣接する段の平行斜線文の方向を

変えているため、全体として複数条の軸線を持つ

綾杉文を千鳥に配したように見える。ただし、Ｂ

面上区の流水文は５・６段目の直行部の平行斜線

文がＲに揃っており、下区の流水文は、４～６段

目の直行部の平行斜線文がＬ、７・８段目の直行

部およびその下の横帯の平行斜線文がＲに揃って

いるため、これらの箇所は綾杉文になっていない。

　一方、出土地不明イェーテボリ博物館蔵鐸では

上区の流水文の最下段と下区の流水文の最上段の

直行部のみ出土地不明辰馬 409 鐸のそれに似た平

行斜線文に置き換えており、あたかも第２横帯の

上下を平行斜線文で縁取りしたようになってい

る。おそらく、第２横帯を強調するために、平行

斜線文でこれを縁取りするという新たな装飾を思

いついたのであろう。そして、出土地不明辰馬

409 鐸では、この平行斜線文をさらに流水文の他

の直行部にも飾るようにしたと考えられる。この

ように、出土地不明イェーテボリ博物館蔵鐸を介

することで、出土地不明辰馬 409 鐸の特異な流水

文の出現過程を説明できるようになった。

　東海派の流水文銅鐸は、これまで突線鈕１式東

海派Ｃ類の出土地不明辰馬 409 鐸しか知られてい

なかった。しかし、出土地不明イェーテボリ博物

館蔵鐸の存在が明らかになったことで、東海派で

は扁平鈕式新段階のＡ類あるいは突線鈕１式初頭

のＢ類の段階にも流水文銅鐸が存在したことが判

明し、東海派において縦型流水文を身に飾る銅鐸

が少数ながら継続的に作られていたことが明らか

となった。また、東海派の祖型の一つが東奈良遺

跡で製作された外縁付鈕２式の縦型流水文銅鐸で

あることも、従来よりも明確となり、すでに発表

している私説を補強できたのではないかと考え

る。( 外縁付鈕１式末～外縁付鈕２式の縦型流水

文銅鐸と３対耳四区袈裟襷文銅鐸 )→ (扁平鈕式

古段階の山面２号鐸型 )→ (扁平鈕式新段階～突

線鈕１式の東海派 )という、三遠式銅鐸の成立に

至るまでの摂津系の銅鐸製作工人集団の動向を考

えるうえで、以上のように出土地不明イェーテボ

リ博物館蔵鐸は非常に重要な銅鐸である。

　なお、本稿は、科学研究費助成事業　基盤研

究 ( Ｂ ) 　研究代表者 難波洋三「松帆銅鐸の

発見を契機とする銅鐸論の再構築」( 課題番号

18H00751) の成果の一部である。また、公益財団

法人東洋文庫からは梅原考古資料の、公益財団法

人辰馬考古資料館からは所蔵銅鐸の拓本の、転載

許可を得た。

註

１）この銅鐸は、梅原末治が 1933 年に発表した

「『銅鐸の研究』出版以後發見の銅鐸一覽表」( 梅原

1933) に「瑞典ゲーテボルグ博物館藏品（Göteborg 

Museum,Sweden）」と記載されている流水文銅鐸（身の

破片）であるが、これまでその詳細は不明であった。

なお、現在、スウェーデンには、梅原が記したゲーテ

ボルグ博物館 (Göteborg Museum) すなわちイェーテボ

リ博物館という名称の博物館は存在しない。イェーテ

ボリの博物館・美術館は、梅原の調査以後に統合・分

割がなされ、館名が変わるとともに所蔵品も移動して

いるようであり、この銅鐸は Göteborgs konstmuseum、

Göteborgs　stadsmuseum をはじめとする市内のいずれ

かの博物館・美術館の所蔵品になっている可能性が高

いが、現在の所在は確認できなかった。

２）佐原真は、銅鐸分布圏西部で出土する扁平鈕式

以降の銅鐸の流水文は迷路化が顕著であると指摘し (

佐原 1960)、この流水文を「西型銅鐸流水文」( 佐原

1964)、「西の銅鐸流水紋」( 佐原 1972)、「迷路派流水

文」( 佐原 1979) などと呼んだ。しかし、実際には流

水文の迷路化は、外縁付鈕２式の縦型流水文銅鐸にお

いてすでに顕著である ( 難波 1991)。土器に櫛状の施

文具で描かれた流水文を、銅鐸の鋳型に１本ずつ刻す

るようになり、同じ外縁付鈕２式でも、横型流水文銅

鐸に比して流水文に対するこだわりが弱かった縦型流
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水文銅鐸では、描法の弛緩が早く始まったと考えられ

る。後述するように、本稿で紹介する出土地不明イェ

ーテボリ博物館蔵鐸は、外縁付鈕２式縦型流水文銅鐸

を祖型としており、流水文が迷路化している点は、外

縁付鈕２式縦型流水文銅鐸の特徴を受け継いだのであ

ろう。

３）現存する３組７個の外縁付鈕２式縦型流水文銅

鐸、外縁付鈕２式縦型流水文銅鐸Ｂ２類の石製鋳型で

ある東奈良第１号流水文銅鐸鋳型は、いずれも鰭に３

対の飾耳があり、飾耳の脚は文様や界線よりも目立っ

て太い。現存最古の縦型流水文銅鐸である伝滋賀県出

土辰馬 407 鐸も、本来、鰭に３対の飾耳があり ( 難波

1991・2011a)、そのうちＡ面左鰭の中位と下位の飾耳

には鰭を貫く脚があるが、これらの脚の線は細く、鰭

鋸歯文の線と変わらない太さである。

４）東海派銅鐸では、脚が多条化した例でも、この出

土地不明イェーテボリ博物館蔵鐸と同じく脚は突出部

に及ばない。なお、東海派のうち、Ⅽ類の出土地不明

京都国立博物館蔵鐸、出土地不明辰馬 409 鐸 ( 図４・

５)、出土地不明重要美術品考古 101 鐸 (『日本原始美

術大系』４　鐸剣鏡  1977 のカラー図版16)の３個は、

鰭の脚の間に有軸綾杉文を飾るが、いずれも右鰭の綾

杉文はＤ、左鰭の綾杉文はＣで、綾杉文は外周突線に

伴う細線を切るが、外周突線に切られている。これら

の細部の特徴までも共通することからも、この３個の

東海派の流水文銅鐸と袈裟襷文銅鐸は同じ工人集団の

製品と考えてよいであろう。

５）三遠１式の出土地不明岡山県立博物蔵鐸は、身の

片面は通常通り六区袈裟襷文であるが反対面は四区袈

裟襷文であり、全高も 39.5 ㎝しかない。成立直後の

三遠式には、東海派の前記のような特徴を色濃く残し

たものがまだあったことがわかる。

６）具体的には、外縁付鈕２式の縦型流水文銅鐸のう

ち、大阪府桜塚鐸とその同笵銅鐸、兵庫県気比３号鐸、

東奈良第１号流水文銅鐸鋳型が、身の上縁の横帯に頂

角を上に向けた鋸歯文を飾っている。
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図 3 梅原末治の復原図と記録 (東洋文庫所蔵 梅原考古資料 NY-1316 4547a・b)
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図 4　出土地不明辰馬 409 鐸Ａ面の拓本（辰馬考古資料館所蔵）
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図 5　出土地不明辰馬 409 鐸Ｂ面の拓本（辰馬考古資料館所蔵）


